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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 新産業推進部 新産業推進グループ　TEL：075-315-8563  E-mail：life@ki21.jp

　現在の産業ロボットは、確定的な環
境で高精度に高速で動くことに適した
形態で発展を遂げてきた、硬いロボッ
トです。主に重工業や電気電子産業な

どにおいて利用が拡大しましたが、それらは農業や食品などの
軽工業、人とのコミュニケーションや接触が生じるサービス業、
自動化が難しい工程を請け負うことになる中小企業など、今後
ロボットの導入が期待される分野での活用は難しいと言えるで
しょう。位置の誤差や不定形な対象物にも対応できるよう基盤技
術を変えることが重要ですが、中でも大きなポイントの一つは、

“柔らかさ”を持たせることであると考えています。
　ソフトロボットに関わる研究は、現在、世界中で活発に行われて
います。立命館大学でも、“軽く小さく柔らかいロボット”をつくる
ことを目標にプロジェクト推進しているところです。いかに柔軟
性と軽量性を両立させるのか。振動が起こりやすいといった柔軟
化により発生する問題をいかに解決し、使いやすさやコストダウ
ン、信頼性を実現するのか。新たな分野を開拓するための技術
と、技術をバックアップするだけの科学が必要です。労働力不足
をはじめ先進諸国が抱える様々な課題の解決に向けたソフトロ
ボットへの期待に応えるべく、マテリアルとメカニズム、ロボティ
クスの進展を同時に推し進めること、また、それらをまとめ上げる
システムインテグレーションの必要性を強く感じています。

　10月3日・4日、「けいはんなロボット技術センター」などで、「けいはんなロボット技術フォーラム2019 Autumn」が開催され
ました。2019年4月、けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）内にオープンした同センターにおいて、開発が進む次
世代ロボットの実演や、ロボット研究の最前線に関する講演などを行いました。

けいはんなロボット技術フォーラム2019 Autumn

京都発、ロボット技術の最前線 取  材

講演1

ロボットプレゼン

ロボットの目を担う3次元ビジョンセンサについて
〈Kyoto Robotics株式会社〉
　3次元ビジョンセンサが煩雑に置かれたワークの位置・姿勢を認識し、取り
やすいワークを自動で判別する仕組みや、その技術を応用した物流向け
ピッキングロボットの特徴が語られました。

当社のセンサのご紹介　〈コーデンシ株式会社〉
　高速フレームレートで移動量も検知可能なエリアセンサ、対象物を選ば
ない三角測量方式や長距離検出可能なTOF方式の距離センサ、モーター
の回転数・回転角度・回転方向を検知する事で位置制御可能なエンコーダ
の紹介がなされました。

村田機械 自律走行制御システム「It’s Navi」ご紹介
〈村田機械株式会社〉
　空港や店舗で導入が進む床面清掃ロボット、2020（令和2）年発売予定の
ゴルフボール集球ロボットなど、「It’s Navi」を搭載した多彩なロボットの特
徴・利点についての説明が行われました。

国際ロボット競技大会『RoboMaster』について
〈RoboMaster日本委員会（ニワカソフト株式会社）〉
　中国発祥のロボットコンテスト『RoboMaster』を通した次世代エンジニ
アの育成を目標に掲げる日本委員会。キャンプをはじめとする技術・人材交
流を目的とした取り組みが紹介されました。

Scrambleの取り組みについて　〈ロボコン出場チーム「Scramble」〉
　ロボットづくりに情熱を持つ全国の学生の育成を目的とし、各種ロボット
コンテストに出場する学生支援団体としての活動内容や志が語られた後、協
賛への呼びかけも行われました。

けいはんなロボット技術センターの利用状況と今後の展開
〈京都府 商工労働観光部 ものづくり振興課〉
　同センターの利用状況とともに、自律ロボットの開発促進、コネクテッドロ
ボットの開発促進、ロボット産業を担う人材育成という3つの狙いや、その課
題解決に向けた意気込みが語られました。

　ロボット開発企業や国際ロボット
大会出場チーム、その主催団体に
よるプレゼンテーションが行われ
ました。

　7企業による、自律ロボットやコネクテッドロボットといった
次世代技術を搭載したロボットが披露されました。

講演2

京都大学大学院 情報学研究科 助教

髙瀬 英希氏

つながるロボット
～分散協調ロボットの開発を加速化するROSの紹介～

　昨今、IoT（モノのインターネット
化）の展開が進んでいて、複数の機
器や製品を組み合わせて一つの
サービスを展開することが増えてき
ています。ロボットの開発は様々な

技術要素を結集させて取り組む必要があり、また、複数のロ
ボットを多様な状況・場所で動かせるようにして一つのサービ
スを作り上げなければなりません。その一方で、限られたバッ
テリー量の制約の中で動作しなければならない、１つのロボッ
トの販売台数はあまり多くないといった課題もあります。
　それらの解決や開発の加速化に向けた開発基盤として、世
界的なデファクトスタンダードとなっているのが、ROS（ロボッ
トオペレーティングシステム）です。出版-購読型の通信基盤、開
発のためのツール群、オープンソースのパッケージ群、世界的
なコミュニティという四つの要素からなるプラットフォームで、
特に、2,000以上にのぼるパッケージを流用してロボットを開
発できるようになることが大きな利点です。あらゆるロボットに
用いることが可能で、最近では海中や宇宙の探査機などにも
ROSが使われています。またこのところ、ロボット開発を取り巻
く状況と要望の変遷に対応した次世代バージョンのROS 2の
開発が急速に進んでいます。
　ROS勉強会「ROS Japan Users Group」や国際的なROS開
発者会議の日本版「ROSCon JP」などコミュニティ活動も盛ん
で、2019年8月の関西勉強会は「けいはんなロボット技術セン
ター」で開催しました。ROSに興味のある方、ロボット開発でお
悩みのある方は、ぜひ私にお声かけいただければと思います。
〈講演資料〉 https://bit.ly/2o1NMwT

立命館大学 理工学部 
ロボティクス学科 教授

川村 貞夫氏

やわらかいロボットの実用化を目指して

ロボット・デモンストレーション

ロボットたちの競演

　遠隔地であっても画面を通じて周囲の状
況を把握しながら操作できるテレプレゼンス
ロボット（分身ロボット）の実演や、そこに搭載
されているモーターモジュールの紹介がな
されました。

株式会社Keigan
遠隔操作ロボット・モーターモジュール

　３Ｄビジョンを用いてピッキングできる協
働アームロボットの実演とともに、ロボット自
身がアームを動かす経路を検討・判断する
「モーションプランニング」AI機能などのメ
リットが語られました。

株式会社JRC
アームロボット

　物流現場やものづくりの現場で活躍する、
三次元ビジョンシステムを搭載したアームロ
ボットが登場。煩雑に置かれた部品の位置を
正確に捉え、ピッキングする様子が披露され
ました。

Kyoto Robotics株式会社
アームロボット

10月に発売されたIoT・プログラミング学習
用教材キット「sLab-Car」をその場でプログ
ラムし実行。Scratchプログラム通りに障害
物を避けながらコースを走行する様子も実
演されました。

株式会社SOCINNO
プログラムロボット・自律移動ロボット

　自律走行制御システム「It’s Navi」を搭載
したデジタルサイネージロボットが、障害物
を回避して進んだり、人を検知して情報を提
供したりする様子が、実演・映像により紹介さ
れました。

村田機械株式会社
自律移動ロボット

棚に置かれた箱を拾って搬送ロボットに載せるところから、アームロ
ボットが箱の模様を認識して並べるところまで、2社が手がけた3台の
自律ロボットが「rapyuta.io」を通じて協調する様子が披露されました。

株式会社T-ROBO×Rapyuta Robotics株式会社
コネクテッドロボット




